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日系小売店①は菓子や飲料・調味料等の日本食品を幅広く扱っている。日本では一般
的な緑茶飲料からわさび味の柿ピーなど、ニッチな商品の取扱がある。

《参考》 日系小売 – 日系小売店①(シアトル店)

【概要】

• 北米の日系スーパーマーケットで、
アメリカに4店舗を構える

• シアトル店には日本食を中心と
するスーパーのほかに、日系大手
書店や日本のとんこつラーメン店
や現地の銀行など、いくつかのテ
ナントが入っている

• 客層は現地日本人や日系人が
中心だが、日系以外のアジア系
や、白人等の非アジア系も比較
的多い

日系小売店①(シアトル店)

→ 手軽に食べられるキッコーマンのインスタント味噌汁
は若い世代を中心に人気が高い

→ 日系小売店①の日本製品の品揃えは豊富で、そ
ばつゆも販売されている

→ 招き猫など日本を連想させるグッズを販促商材として
活用している

→ 飲料用の冷蔵庫の上に飾るといった日本ではみられ
ない販促資材の置き方をしている

→ おーいお茶、十六茶、午後の紅茶など日本の
茶系飲料の品揃えも豊富

出所：現地視察、事業者ヒアリング

→ 現地ではせんべいやおかき等の米菓の人気が
高く、わさび味の柿ピーも人気商品の一つ

→ 抹茶味のキットカットは日本でしか生産されてい
ないため、現地での需要が高い
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日系小売店②は日本人・日系人をターゲットとし、人気の高い抹茶系の菓子だけでなく、
たこ焼きソースなどのニッチな商品も含め幅広く日本食品を販売している。

《参考》 日系小売 – 日系小売店②

【概要】

• 食料品をはじめ、家庭用品も取
り揃える日系スーパーマーケット

• 店舗は小規模だが、日本食に関
する品揃えは大手の日系スー
パーマーケットよりも豊富で、弁当
や寿司などの惣菜も充実してい
る

• 平日17時以降には半額セール
を実施するなど、価格帯は手頃

• 主な客層は近隣の日本人や日
系人で、年齢層は高め

日系小売店②

→ 近年、アメリカにおいてたこ焼きの人気が高まっている
影響か、たこ焼き専用ソースの販売もみられた。お好
み焼きソースでも代用が効くが、専用品が販売され
ていることから、こだわりをもつ客層がいると考えられる。

→ 菓子コーナーの一角を米菓が占めるなど米菓の取
扱数が多い。

→ 通常のおせんべい以外にも、揚げ煎餅など様々な米
菓が販売されている。

→ ソフトクッキーのオレオに関しても抹茶味の人気
が高い

→ 現地品と同じ棚におーいお茶や爽健美茶、UCCの
コーヒーが並ぶ

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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日系小売店③は、瓶入りラムネや抹茶系菓子売り場を作るなど、「日本」を想起させるな
どの販促の工夫をして、日本食品の販売を行っている。

《参考》 日系小売 – 日系小売店③(リトル東京店)

【概要】

• アメリカのカリフォルニア州に5店舗
を展開する大手日系スーパー
マーケット

• リトル東京店は、ロサンゼルスのダ
ウンタウン内にあるウェラーコートと
いうショッピングモールにあり、現地
日系人や日本人観光客が多く
訪れる

• 日本食だけでなく、化粧品や衣
料品等も販売している

• 同じモール内に紀伊国屋や多数
の日本食レストランもテナントを
構えている

日系小売店③(リトル東京店)

→ 様々なメーカーの醤油が取り揃えられている。また、
少量利用者向けに、小さいパッケージの醤油も販売
されている。

→ 店内に複数メーカーの菓子、清涼飲料水の抹茶系
商品を集めたコーナーを設けるなど、抹茶が一つの
ジャンルとして機能している。消費者の抹茶系商品
へのニーズの高さが伺える。

→ グミやチョコレート菓子など日本のスーパー等で
広く販売されている商品が陳列されている。

→ 様々な瓶入りラムネが販売されている。ペットボトルよ
りも“日本らしさ”を感じられる瓶入りラムネの需要が
あるものと考えられる。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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アジア系小売店①でも、日本の菓子・調味料が販売されている。特に調味料は複数の
メーカーの商品を取り揃えており、品数が充実している。

《参考》 アジア系小売 – アジア系小売店①

【概要】

• アジア諸国（中国、台湾、タイ、
フィリピン、インドネシア）の商品
を中心に取り扱っている

• 商品全般が安価で、他のアジア
系スーパーマーケットと比べて店
内の清潔感が高く人気がある

• 現地系スーパーマーケットでは取
り扱いの少ないアジア特有の食
材を販売している

アジア系小売店①

→ キッコーマン、ミツカン、マルカンなど日本の主要メー
カーの酢が流通していることが確認できる。

→ アジア系住民をターゲット層にしたスーパーであるため、
フィリピン系の客層が多いが、日本食品が一部取り
扱われている。

→ 現地品はハードグミが中心であるため、ソフトグ
ミの人気が高い

→ 日本を意識させる寿司を模したマスコットが入った食
玩（チューインガム）などは子連れ客にも人気

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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現地系大手小売店①においても、日本の缶飲料や調味料が販売されており、現地日本
人や日系人も日々の買い物をしている。

《参考》 現地系小売 – 現地系大手小売店①

【概要】

• アメリカ国内に1,300以上の店
舗を展開しているスーパーマー
ケットチェーン

• 食料品をはじめとして、生活雑貨
や衣料品等も取り扱っており、店
舗によっては薬局もある

• カレールーやわさびといった日本
製品の取り扱いが比較的多いた
め、簡単な買い物を目的とした
現地日本人や日系人の利用も
見られる。

現地系大手小売店①

→ ポン酢は海外向けのパッケージで”Ponzu”という固
有の調味料として販売されている。

→ ごま油も海外向けのパッケージで販売されている。

→ 店舗内に薬局が設置されており、1回の買い物で複
数の用を足せる造りになっている。

→ ソフトキャンディーが人気で、日本とそれほど変わ
らない価格で販売されている。

→ 海外向けパッケージのUCCのお茶や缶コーヒーが販
売されている。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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オーガニック製品を取扱うなど、健康志向の人々をターゲットにしている現地系小売店②
においても、日本製のごま油や抹茶等、日本食品が販売されている。

《参考》 現地系小売 – 現地系小売店②

【概要】

• オーガニックや地元食材をコンセ
プトに食料品や日用品を取り扱
うスーパーマーケット

• 豆類・穀物類、コーヒー・紅茶な
どを量り売りで購入することができ、
その際には店内のリサイクルパック
やリサイクルボックスを利用可能

• ベジタリアン、ビーガン、グルテンフ
リー、コーシャ、ハラル等様々な
ニーズに対応した食材が販売さ
れている

現地系小売店②

→ インスタントの抹茶が販売されている。抹茶味の食
品だけではなく、抹茶そのものの人気もあるものと考
えられる。

→ 売り場を示す看板にも日本食がジャンルとして記載
されており、一つの売り場として成立している。

→ 日本製のごま油が販売されている。サイズ違い
が販売されていることから、家族や単身世帯な
ど異なる客層からも需要があるものと考えられる。

→ 海外向けの専用パッケージの別メーカーのごま油も販
売している。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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輸入食品を多く取扱う現地系小売店③では、海外専用パッケージの菓子や調味料・イ
ンスタント食品等の日本食品を販売しており、日本人も多く訪れる。

《参考》 現地系小売 – 現地系小売店③

【概要】

• 市街地の中心部に店舗を構える
輸入食品を含む食料品全般を
取り扱う食料品店

• アメリカンブレックファストスタイルの
デリも提供しており、カフェスペース
での食事も可能

• 近隣にはホテルも多く、宿泊客が
日本人を含め多く訪れる

現地系小売店③

→ 海外向けに調理法などをわかりやすく説明した専用
パッケージのキッコーマンのインスタント味噌汁が販売
されている。

→ アメリカのメーカーのエデンフーズでも味噌は売れ筋
商品となっている。八丁味噌や麦味噌など味が違う
味噌を取り扱っている。

→ 他の小売店でも人気の高いノーベルのキャン
デー(スーパーレモン味とスーパーコーラ味)。パッ
ケージが海外向けの仕様になっている。

→ 20～30代からの人気が高い日本製のカレールー。
現地のものとは異なるため、日本のカレーの味をもと
めて購入する層が存在する。

出所：現地視察、事業者ヒアリング



78©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

アメリカにおいて、日本食は比較的定期的に消費されており、消費シーンは家庭にも広
がっている。また、健康面のメリットよりも、料理としての美味しさが主な消費動機となっ
ている。

日本食に関する消費実態(アメリカ)

出所：Webアンケート結果

38%

37%

26%
味付けが好みだから

食材が好みだから

健康に良いから

主な
消費動機
(回答数：49)

• “健康に良いから”という回答は26％にとどまっ
ており、味付けや食材を好むという回答が多く
見られた

主な
消費機会
(回答数：49)

• 消費機会として、外食が最多であるが、自宅
や友人宅等、家庭での消費も比較的多い

• “日本食を食べない”と答えた人はいなかった66%
20%

14%
外食

自宅

友人・知人宅

消費頻度※

(回答数：49)

• 月1回以上だが週1回未満という回答が最多
であるが、次いで、週1回という回答が多く、比
較的定期的に消費されていることが伺える

26% 66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週2回以上 週1回 月1回以上 月1回未満

※）日本食を食べると答えた人のみに質問
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

寿司

ラーメン

味噌汁

天ぷら

刺身

枝豆

しゃぶしゃぶ

焼き鳥

とんかつ

すき焼き

西京焼き

その他

現地で人気の日本食の中でも、寿司に関しては現地風にアレンジされている場合が多い
が、ラーメンや味噌汁は日本と同様のスタイルで消費される傾向にある。

人気のある日本食メニュー(アメリカ)

出所：Webアンケート結果

好きな日本食メニュー
人気メニューと現地で使用されている調味料

• 広く普及している寿司ロールや握り寿司の他に、箱寿司の
ような形態で提供されている外食店もある

• 調味料は醤油、わさびをはじめとして、マヨネーズ、スイート
チリソース等が使用されている

 上記の調味料を用いた自家製ソースを複数種類用
意しているレストランが多い

• “Sushi sauce”という、鰻のかば焼きのタレのような味の、
寿司専用のソースも使用されており、小売店での販売も見
られる

寿司

• 醤油、味噌をはじめとして、規模の比較的大きいラーメン
チェーン等では、日本製の業務用ラーメンスープが使用され
ている例もある

• ラーメン専門ではない日本食レストランでもラーメンを提供し
ている店舗が多く、利用客も他の料理と併せてラーメンを注
文する

ラーメン

• 味噌、ほんだし等が使用されており、現地での消費機会は
日本食レストランでの定食の一部としての消費の他に、小
売店で販売されているインスタント味噌汁での消費も多い

 インスタント味噌汁はその利便性から、比較的若い層
(会社員、大学生等)の人気を集めており、日系にとど
まらず現地系やアジア系にも普及しつつある

味噌汁

(回答率)

(回答数：49)
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外食店における調味料使用実態(1/3)

出所：現地調査結果
※1）サーモン、海老、まぐろがトッピングされた寿司ロール

日
本
食

• 現地系

• 中間所得層

• 観光客

• 家族連れ

主要顧客層

• 味噌(日本製 - メーカー不明)

• 醤油(アメリカ製 - キッコーマン)

• マヨネーズ(中国製)

• 塩(中国製)

• 砂糖(中国製)

• 酢(中国製)

• 胡椒(中国製)

調味料選定の考え方

• Volcano 
Roll※1(13.99ドル) –
酢、マヨネーズ、醤油

• とんこつラーメン(8.99ド
ル) – 塩、胡椒

• サーモンいくら丼(19.49
ドル) – 酢、醤油

• 揚げ出し豆腐(4.99ド
ル) – 醤油、砂糖

人気メニューと
使用調味料

• 店で提供するソースやドレッシングは自家
製を基本としており、材料となる個々の調
味料の質にはこだわっていないので、今後、
特に日本製の調味料を使う意向は無い

• 日本メーカーの調味料を使う場合は、日
本製ではなく、より安価なアメリカ製か中国
製を選ぶ

• もし日本製の調味料を使うとしたら、寿司
やラーメン、一品料理に使いたい

調査店舗

日本食
レストランA
(寿司・定食)

日本食
レストランB
(海鮮・その他)

• 現地系、アジア
系

• 中間所得層

• 20～30代前

• (平日)会社
員、大学生

• (週末)アジア
系の家族連れ

• 薄口醤油(日本製 - ヒガシマル)

• 八丁味噌(日本製)

• 西京味噌(日本製)

• 合わせ味噌(日本製)

• ほんだし(日本製 - 味の素)

• 搾り柚子(日本製 - 柚子屋本店)

• 酢(アメリカ製)

• マヨネーズ(アメリカ製 - キユーピー)

• 胡麻ドレッシング(アメリカ製 - キユーピー)

• 日本の調味料に関して、日本製と現地製
で価格に違いはあるものの、味の違いはあ
まり感じない

• ただし、醤油に関してはこだわりがあり、日
本製のものを使うようにしている

 特に、刺身や寿司との相性が良いと
感じており、現地製/他国産では代
替できない

 自家製のドレッシングやソースも全て
日本製の醤油をベースとしている

• きはだまぐろのお造り(11
ドル) - 薄口醤油

• うにといくらの小鉢(6ドル) 
- 薄口醤油、酢

• 醤油ラーメン(11ドル) -
薄口醤油

• スパイシーネギトロバッテラ
(11ドル) - 酢、薄口醤
油、胡麻ドレッシング

使用の確認できた調味料
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外食店における調味料使用実態(2/3)

出所：現地調査結果

• アジア系、現地
系

• 中間所得層

• 幅広い年齢層

• (週末)家族連
れ

• 味噌(日本製 - マルコメ)

• ほんだし(日本製 - 味の素)

• 豚骨スープ(日本製 - 創味食品)

• とんかつソース(日本製/アメリカ製 - オタフ
ク)

• 一味唐辛子(日本製 - S&B)

• 醤油(アメリカ製 - ヤマサ)

• 減塩グルテンフリー醤油(アメリカ製 - キッ
コーマン)

• 酢(アメリカ製)

• マヨネーズ(アメリカ製)

• オイスターソース(アメリカ製)

• ラーメンのトッピングである自家製チャー
シューにはヤマサの醤油を使用しており、特
に、豚骨スープとの相性が良い

• 消費者の健康志向の高まりを意識して、
餃子のタレには減塩グルテンフリーの醤油を
使用している

• 日本製の調味料の方が品質が高い印象
があるが、調達時の価格とのバランスを考
慮して日本製/現地製を買い分けている

• Daikoku ラーメン(11ド
ル) - 豚骨スープ、醤油

• Spicy Miso ラーメン
(12ドル) - 味噌、一味
唐辛子

• 豚肉丼(9.5ドル) - 醤
油

• まぐろ丼(16ドル) - 酢、
醤油

• チャーハン(8.5ドル) - 醤
油、オイスターソース

主要顧客層 調味料選定の考え方
人気メニューと
使用調味料調査店舗 使用の確認できた調味料

日系
ﾗｰﾒﾝ店A

日
本
食
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出所：現地調査結果

※1) アジア風多国籍料理の他、“Estate Restaurant + Bar”や“Marlow”等の現地系料理店にもコンタクトした
が、日本製調味料の使用や今後の取り扱い意向は無し。

※2）煎り胡麻をまぶしたマグロの一口ステーキの自家製ピクルス添え

外食店における調味料使用実態(3/3)

主要顧客層 調味料選定の考え方
人気メニューと
使用調味料調査店舗 使用の確認できた調味料

• アジア系

• 会社員(全体
の7割程度)

• 中間所得～高
所得層

• 幅広い年齢層

• わさび(日本製)

• 醤油(中国製、タイ製)

• 塩(アメリカ製)

• 胡椒(アメリカ製)

• ビーフブイヨン(アメリカ製)

• バター(アメリカ製)

• 調理油(中国製、タイ製)

• サラダドレッシング(アメリカ製)

• サルサソース(アメリカ製)

※各調味料に関してメーカー名は非公開

• Short Rib Tacos 
Dinner：3種のタコス
セット(18ドル) - サルサ
ソース

• Burgah Boy 
Dinner：和牛のハン
バーガー(20ドル) - 醤
油、胡椒

• Castro Sea Dinner：
海鮮のカレー風煮込み
(24ドル) - バター、ブイヨ
ン

アジア風
多国籍
料理

レストランA

• 味噌等の日本の調味料は日本食などの
特定の料理に用途が限定されている、か
つ、やや高価な印象があり、多国籍料理
を提供する店では扱いにくいと考えている

• ただし、同店ではシェフの意向を尊重してお
り、調味料の調達のし易さは考慮すべきで
あるが、作りたい料理に必要であれば価格
が多少高いことは気にしない

 例えば”Ahi Scoops※2”という料理
のソースには日本製のわさびを使用
している

アジア風
多国籍
料理

レストランB

• アジア系、現地
系

• 会社員

• 低所得～中間
所得層

• 20～30代

• 醤油(日本製 - キッコーマン)

• ぽん酢(日本製)

• 鰹節(日本製)

• とんかつソース(日本製)

• カレーソース(日本製)

• カイエンペッパー(アメリカ製)

• 塩(中国製)

• 胡椒(中国製)

• 酢(中国製)

• 日本の調味料に関しては、日本メーカーの
現地生産品ではなく、日本製を使用した
いと考えている

 日本製調味料は、同店で提供して
いる日本風料理の味や風味の決め
手となっており、現地生産品に取り
換えると、それが損なわれてしまう

 店舗がアジア系の多いエリアに位置
しており、日本風料理はそのような
層の高い支持を得ている

• 鶏肉と野菜のスパイシー
ガーリック炒め(8ドル) -
醤油、カイエンペッパー

• マッシュルームのガーリック
炒め(6ドル) - カイエン
ペッパー

• 海鮮と野菜のカレーライス
(7ドル) - カレーソース

• 豚ロースの照り焼き(10ド
ル) - 醤油、カイエンペッ
パー

• 揚げ出し豆腐(5ドル) -
鰹節、ぽん酢

ア
ジ
ア
風
多
国
籍
※1
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現地で生産されていない減塩の醤油・味噌やクセの少ない酢、ドレッシング・マヨネーズ
等の有望性が示唆された。

商社ヒアリングまとめ(アメリカ)：調味料

出所：現地調査結果、Webアンケート結果、国内ヒアリング結果

有望品目

• 醤油・味噌(減塩等)

• 酢

• ドレッシング

 ごま、しそ、
わさび、梅等の味

• ゆずジュース(調味用)

• テリヤキソース

• マヨネーズ

• 醤油、味噌は日本のメーカーの現地生産化や、現地メーカー品の質の向上により、日本製品の
優位性が弱まっているが、現地で生産されていない減塩の醤油・味噌やクセの少ない酢等に関
しては市場性が高い

現地系大手スーパー・レストラン(アジア系のフュージョン料理等)においても、“安全・安心”が
評価され、日本製の醤油・味噌・酢等が販売・使用されているケースもある

• ソースは外食を中心に“Teriyaki sauce”や“Sushi sauce”が良く売れている

 アジア圏で人気のある“Tonkatsu sauce”は、アメリカでとんかつがまだ広く普及していない
ことから、流通が限定的である

• マヨネーズは調味料としての用途が幅広いため、小売/外食ともによく売れている

 日本製は現地品よりも濃厚な味わいで人気を集めている

• ドレッシングに関して、現地ではサラダを提供する外食店が多く、現地で製造されていない味の商
品であれば、外食を中心に販売を拡大できる可能性が高い

• ゆずの味は、ポン酢等を含め現地で非常に人気が高く、ゆずジュースは今後有望な商品と考え
られる

 ゆずは、気候の面から日本以外で栽培することが難しく、今後、他国のメーカーとの競合も
起こりにくい

品目概況
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寿司やラーメンなどを提供する日本食レストラン①は価格の高い日本製の調味料は使
用しておらず、味噌を除き中国・アメリカ製の調味料を使用している。

《参考》 日本食レストラン – 日本食レストラン①

【概要】

• 寿司やラーメンなどの日本食を提
供するレストラン。寿司は握り寿
司、巻き寿司（カリフォルニアロー
ル）を提供している。

• 平日は現地系の会社員や学生
が多く、休日はアジア系の家族
連れが多く訪れる。

• ソースや出汁などは同店が独自
に作ることもあり、各個別の調味
料の品質はあまり考えていない。
よって、価格が高い日本製の調
味料を使用することは考えていな
い。

日本食レストラン①

→ 週末はアジア系の家族連れが多いが、現地系の住
民も同店を訪れていることが分かる。

→ 寿司以外にも、ラーメン、たこ焼きなど軽食に近いも
のも含めて日本食を提供している。

→ メニュー立てはサッポロビールのものであるが、同
店は使用する調味料にこだわりはなく、敢えて
高い日本製の調味料を使うつもりはないとのこ
と。

→ カウンターには小ビン入りの日本酒が並べられている。
その横にはスプライトなどの炭酸飲料が並べられてお
り、日本ではなかなか見かけない光景となっている。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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《参考》 日本食レストラン – 日本食レストラン②

【概要】

• 海鮮料理（刺身や寿司）や
ラーメン、日本酒を提供する日
本食レストラン。アジア系住民・
現地系住民ともに来店し、特に
週末はアジア系住民の家族連れ
で賑わう。

• 味噌や醤油等の調味料は日本
製のものを使用するようにしてい
る。

• 酒類のメニューは豊富で吟醸・大
吟醸など約10種類の酒を用意
している。

日本食レストラン②

→ ウニ・イクラ等の海鮮に卵黄を添えた小鉢。これにこ
だわりの日本製醤油をかけて食べる。

→ 実際に使用しているヒガシマルの薄口醤油。マヨネー
ズなどの他の調味料は現地製と日本製の違いがわ
からないが、醤油に関しては日本産のものが美味し
いため、日本製の醤油を使うようにしている。

→ 久保田などの純米大吟醸やにごり酒が提供さ
れている。

→ フードメニューは和食というよりも、ビビンバなどア
ジア系のアレンジを効かせたメニューが多い。

出所：現地視察、事業者ヒアリング

日本食レストラン②は主に海鮮料理や日本酒等を提供している。調味料の中でも特に
醤油にはこだわりがあり、ドレッシングやタレを作る際には日本製の醤油を使用している。

→ これらの料理のドレッシングやタレは全て日本製
の醤油をベースに作られている。
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日系ラーメン店①はメインのラーメンに使用する調味料は日本産のものとしながらも、顧
客のニーズに応じて現地生産のグルテンフリーの醤油等も取り入れている。

《参考》 ラーメン店 – 日系ラーメン店①

【概要】

• アメリカで人気のラーメン店の一
つ。時には長い行列ができる。

• ラーメン以外にもサイドメニューと
して餃子やチャーハン、マグロ丼
等を提供している。

• 調味料は酢やマヨネーズ等を除
き、日本メーカーのものを使用し
ている。

• 日本産の調味料が品質が高いと
感じていながらも、価格によっては
日本産以外の調味料を使用す
ることもある。

日系ラーメン店① (ラーメン）

→ 日本のラーメンの味を出すため調味料は日本メー
カーのものを使用している。醤油はヤマサのアメリカ製
醤油を使用。

→ 一方で餃子のタレにはアメリカ製のグルテンフリー減
塩醤油を用意するなど、現地の顧客ニーズに合う調
味料を使用している。

→ 業務用の一味唐辛子は日本の食品メーカーS&B
のものを使用している。

→ 週末には家族連れが多く来店し、店内が賑わ
う。

→ 来店者はアジア系・現地系住民が多く、幅広い年齢
層がラーメンを食べに訪れる。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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日本風料理を提供することもあるアジア風多国籍料理レストラン①では、日本風の味を
出すために醤油やポン酢などの調味料は日本製のものを使用している。

《参考》 アジア風多国籍料理レストラン – アジア風多国籍料理レストラン①

【概要】

• アジア系住民の多い地域に立地
するアジア系他国製料理レストラ
ン。周辺のアジア人を中心に賑わ
う。

• 揚げ出し豆腐などの日本風の料
理を提供することもあり、その際に
使用する調味料は日本の味を
出すために、日本製のものを使
用するというこだわりがある。

• 醤油やポン酢、鰹節は日本製の
ものを使用している。

アジア風多国籍料理レストラン①

→ 同店の人気メニューの一つであるカレーには日本製
のカレーソースが使用されている。

→ 豚肉の照り焼きや揚げ出し豆腐などの和食が
提供されており、日本製の調味料が使用されて
いる。

→ アジア系住民の多い地域に立地しており、会社員を
はじめとする周辺のアジア人を中心に店内が賑わう。
そのため、カイエンペッパーなどを使用したスパイシーな
料理も人気がある。

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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日系ラーメン店②では、メインの豚骨ラーメンの他に瓶入りラムネや日本酒など日本製
の飲料を合わせて販売するなど、日本文化にも触れられるような店になっている。

《参考》 ラーメン店 – 日系ラーメン店②

【概要】

• 焦がしラーメンなどが人気のらあめ
ん花月嵐のシアトル店舗

• 多くの現地人が食事に訪れ、
ビールや日本酒等を楽しみながら
ラーメンを食べる。

• 日本の多くのラーメン店では販売
していない日本酒やラムネなどを
販売しており、単なるラーメン屋
ではなく日本文化に触れられるよ
うな店になっている。

日系ラーメン店②

→ 昼食時には多くの現地人で賑わっている。ラーメンの
他にサイドメニューを注文している姿が伺える。

→ カウンター上には瓶入りラムネやカルピスソーダなどの
日本からの輸入品が並べられており、実際に購入で
きる。

→ ドリンクメニューから注文できるウーロン茶はUCC
製の缶のウーロン茶である。

→ 日本のビールや20種類以上の日本酒のほか、サイド
メニューで丼ぶりを販売している。

出所：現地視察
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アジア風多国籍料理レストラン②では寿司などの和食や中華料理を提供している他、
バーや寿司屋のカウンター等複合的な要素を持った店舗運営をしている。

《参考》 アジア風多国籍料理レストラン – アジア風多国籍料理レストラン②

【概要】

• 炒め物やスープなどの中華料理
の他に、刺身・握り寿司・巻きず
しも提供している。

• バーとしても使用されており、カク
テル・日本酒・ビールなどを提供し
ている。

• 寿司は日本のものより高い。ま
た、サーモンの寿司やカリフォルニ
アロールなど、現地の嗜好に合わ
せた寿司が多い。

アジア風多国籍料理レストラン②

→ 刺身や握り寿司・巻き寿司（カリフォルニアロール）
等も提供している。マグロやウニ、ハマチ、エビ等が主
な食材として使用されている。

→ カクテルメニューの隣に日本酒のメニューが記載され
ている。約10種程度で冷酒・熱燗が提供されてい
る。別ページには日本の地ビールの記載がある。

→ 日本料理だけでなく炒め物やスープ等の中華
料理も提供している。

→ カウンターには日本の寿司店でよく見かける板前用の
冷蔵庫が設置されている。

出所：現地視察
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カナダ・メキシコについては、同国に生産拠点を持つ、アメリカのチョコレート菓子市場で
最大のシェアをもつハーシーズ社による輸入が大部分を占めると見られる。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_チョコレート菓子)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：チョコレート菓子
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 6.1% 74.8%

2014 8.9% 75.0%

2015 6.0% 76.6%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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カナダ・メキシコについては、モンデリーズ社、ハーシーズ社、ドイツについてはグミの世界
最大手であるハリボー社の製品の輸入が大部分を占めると見られる。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_キャンデー類)

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：キャンデー類
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 5.8% 67.9%

2014 7.3% 67.3%

2015 -2.2% 68.7%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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カナダ・メキシコについては、ナビスコ等のブランドを擁するモンデリーズ、イギリスについて
は老舗ビスケットメーカーのウォーカーズの製品の輸入が大部分を占めると見られる。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_ビスケット)

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：ビスケット
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 2.6% 73.4%

2014 -5.3% 72.5%

2015 0.4% 71.0%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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カナダ・メキシコについては、マーズ社傘下のリグレー、モンデリーズ社の製品の輸入が大
部分を占めると見られる。イスラエルについては、アメリカで人気のある「バズーカジョー」と
いう商品の可能性が高い。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_チューインガム)

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：チューインガム
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 5.2% 89.7%

2014 1.7% 91.6%

2015 -5.2% 93.2%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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エナジードリンク商品の「レッドブル」はスイスとオーストリアで生産されており、アメリカの
清涼飲料水輸入の大部分を占めると見られる。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_清涼飲料水)

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：清涼飲料水
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 8.7% 66.1%

2014 6.9% 65.2%

2015 14.3% 66.7%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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日本については、国内最大手のキッコーマン、中国については、海天の製品の輸入が大
部分を占めると見られる。

《参考》 市場基礎情報(輸入状況_調味料（醤油））

平均輸入単価(ドル/kg)
(2012-2015)

輸入額
年平均増加率
(2012-2015)

アメリカの輸入市場におけるポジショニング：調味料（醤油）
（円の大きさは輸入額（2015）を示す）

出所：UN Comtrade

輸入市場

成長率
寡占率※

2013 5.7% 65.6%

2014 3.7% 65.0%

2015 6.9% 70.5%

※上位3か国が輸入額に占める割合
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《参考》 輸出拡大の定量ポテンシャル推計_現状売上推計

出所：アクセンチュア作成

菓子 清涼飲料水 調味料

抹茶

チョコレート

抹茶

ビスケット

ソフトグミ・

キャンデー
ケーキ菓子 どら焼き 大福 金平糖 緑茶飲料 ラムネ

乳酸菌

飲料

ゆず系

飲料

醤油

(減塩)

味噌

(減塩)
酢 マヨネーズ ドレッシング ゆず果汁

テリヤキ

ソース

年間売上_小売(百万円) 486 194 67 112 32 34 27 20 1,567 664 145 145 45 1,058 102 112 73 194 145 71 145

年間売上_日系小売(百万円) 115 40 15 25 6 12 10 7 124 83 17 17 8 123 12 17 8 40 17 13 17

カバー店舗数 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

年間売上_店舗当たり(百万円) 1.33 0.50 0.83 0.20 0.41 0.33 0.25 2.77 0.55 0.55 0.28 0.39 0.55 0.28 1.33 0.55 0.44 0.55

販売単価(円) 400 300 250 300 250 200 150 250 200 200 250 350 500 250 600 500 1000 500

販売数量 3,318 1,659 3,318 664 1,659 1,659 1,659 11,061 2,765 2,765 1,106 1,106 1,106 1,106 2,212 1,106 442 1,106

一人一回当たり購入数量 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

当該商品選択率 10% 5% 5% 2% 5% 5% 5% 10% 5% 5% 2% 5% 5% 5% 10% 5% 2% 5%

商品カテゴリ購入率 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 50% 50% 50% 50% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

来店者数(人/年) 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606 110,606

店舗当たり来店者数(人/日) 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303 303

年間売上_アジア系小売(百万円) 190 75 22 37 11 19 15 11 389 249 62 62 16 361 44 62 31 75 62 25 62

カバー店舗数 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75

年間売上_店舗当たり(百万円) 1.00 0.30 0.50 0.15 0.25 0.20 0.15 3.32 0.83 0.83 0.21 0.58 0.83 0.41 1.00 0.83 0.33 0.83

販売単価(円) 400 300 250 300 250 200 150 250 200 200 250 350 500 250 600 500 1000 500

販売数量 2,489 995 1,991 498 995 995 995 13,273 4,148 4,148 830 1,659 1,659 1,659 1,659 1,659 332 1,659

一人一回当たり購入数量 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

当該商品選択率 5% 2% 2% 1% 2% 2% 2% 8% 5% 5% 1% 5% 5% 5% 5% 5% 1% 5%

商品カテゴリ購入率 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 50% 50% 50% 50% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

来店者数(人/年) 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909 165,909

店舗当たり来店者数(人/日) 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455 455

年間売上_現地系小売(百万円) 180 80 30 50 15 2 2 1 485 332 66 66 21 358 46 33 33 80 66 33 66

カバー店舗数 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150

年間売上_店舗当たり(百万円) 0.53 0.20 0.33 0.10 0.02 0.01 0.01 2.21 0.44 0.44 0.14 0.31 0.22 0.22 0.53 0.44 0.22 0.44

販売単価(円) 400 300 250 300 250 200 150 250 200 200 250 350 500 250 600 500 1000 500

販売数量 1,327 664 1,327 332 66 66 66 8,848 2,212 2,212 553 885 442 885 885 885 221 885

一人一回当たり購入数量 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

当該商品選択率 2% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 4% 2% 2% 1% 2% 1% 2% 2% 2% 1% 2%

商品カテゴリ購入率 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 50% 50% 50% 50% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

来店者数(人/年) 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212 221,212

店舗当たり来店者数(人/日) 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606 606

年間売上_外食(百万円) 0 0 0 0 0 0 0 0 569 492 77 0 0 216 111 79 3 8 6 3 6

年間売上_日本食レストラン 0 0 0 0 0 0 0 0 545 470 75 0 0 214 110 78 3 8 6 3 6

カバー店舗数 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

年間売上_店舗当たり(百万円) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.78 0.13 0.00 0.00 0.18 0.13 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

販売単価(円) 400 300 250 300 250 200 150 250 200 200 250 350 500 250 600 500 1000 500

販売数量 0 0 0 0 0 0 0 3,130 626 0 0 522 261 21 21 21 5 21

月間消費数量 0 0 0 0 0 0 0 300 60 0 0 50 25 2 2 2 0.5 2

週間定休日日数(日) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

年間売上_アジア風多国籍レストラン 0 0 0 0 0 0 0 23 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0

カバー店舗数 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120

年間売上_店舗当たり(百万円) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.19 0.01 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

販売単価(円) 0 0 0 0 0 0 0 300 60 0 0 50 25 2 2 2 0.5 2

販売数量 0 0 0 0 0 0 0 626 209 0 0 261 104 10 10 10 5 21

月間消費数量 0 0 0 0 0 0 0 60 20 0 0 25 10 1 1 1 0.5 2

週間定休日日数(日) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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《参考》 輸出拡大の定量ポテンシャル推計_輸出増加額推計

出所：アクセンチュア作成

※) 売上推計をもとに日本から輸出してアメリカの小売・外食店で消費されるまでの流通マージンを25%として推計。

楽観ケース

2016 2017 2018 2019 1年後 2年後 3年後

3品目計 2,199 2,499 2,847 3,252 300 648 1,053

菓子 296 334 378 430 38 82 134

アジア系小売 152 183 219 263 20% 30 67 111

現地系小売 144 151 159 167 5% 7 15 23

清涼飲料水 1,154 1,304 1,478 1,679 150 323 525

アジア系小売 311 373 448 538 20% 62 137 226

現地系小売 388 408 428 449 5% 19 40 61

外食 455 523 602 692 15% 68 78 90

調味料 748 860 991 1,143 112 243 395

アジア系小売 289 346 416 499 20% 58 127 210

現地系小売 287 315 347 382 10% 29 60 95

外食 173 199 229 263 15% 26 30 34

標準ケース

2016 2017 2018 2019 1年後 2年後 3年後

3品目計 2,199 2,413 2,653 2,922 214 454 723

菓子 296 324 354 389 27 58 93

アジア系小売 152 175 201 232 15% 23 49 79

現地系小売 144 148 153 158 3% 4 9 13

清涼飲料水 1,154 1,258 1,374 1,503 104 220 349

アジア系小売 311 358 411 473 15% 47 100 162

現地系小売 388 400 412 424 3% 12 24 36

外食 455 500 550 606 10% 45 50 55

調味料 748 832 925 1,030 84 177 282

アジア系小売 289 332 382 439 15% 43 93 150

現地系小売 287 310 334 361 8% 23 48 74

外食 173 190 209 230 10% 17 19 21

悲観ケース

2016 2017 2018 2019 1年後 2年後 3年後

3品目計 2,199 2,330 2,472 2,624 132 273 426

菓子 296 315 334 356 18 38 59

アジア系小売 152 168 184 203 10% 15 32 50

現地系小売 144 147 150 153 2% 3 6 9

清涼飲料水 1,154 1,216 1,282 1,353 62 128 198

アジア系小売 311 342 376 414 10% 31 65 103

現地系小売 388 396 404 412 2% 8 16 24

外食 455 478 502 527 5% 23 24 25

調味料 748 800 856 916 52 108 168

アジア系小売 289 318 349 384 10% 29 61 96

現地系小売 287 301 316 332 5% 14 29 45

外食 173 181 190 200 5% 9 9 10

輸出増加額(百万円)

輸出増加額(百万円)

輸出増加額(百万円)

輸出額推計値(百万円) 年間売上

増加率

輸出額推計値(百万円) 年間売上

増加率

輸出額推計値(百万円) 年間売上

増加率
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《参考》 輸出拡大の定量ポテンシャル推計_販売チャネル別パラメータ

出所：アクセンチュア作成

日系小売 アジア系小売 現地系小売
日本食

レストラン

アジア風

多国籍

レストラン

店舗数(西海岸地域) 30 1,500 15,000 12,000 6,000

カバー率_施策実行前 100% 5% 1% 5% 2%

店舗当たり来店者数(人) 303 455 606 - -

常時店内滞在人数(人) 10 15 20 - -

一人当たり平均滞在時間(h/人) 0.33 0.33 0.33 - -

平均営業時間(h) 10 10 10 - -
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《参考》 輸出拡大の定量ポテンシャル推計_商品別パラメータ

出所：アクセンチュア作成

菓子

抹茶

チョコレート

抹茶

ビスケット

ソフトグミ・

キャンデー
ケーキ菓子 どら焼き 大福 金平糖

商品カテゴリ購入率 30%

単価 400 300 250 300 250 200 150

一人当たり購入数量 1 1 2 1 1 1 1

当該商品選択率

日系小売 10.0% 5.0% 5.0% 2.0% 5.0% 5.0% 5.0%

アジア系小売 5.0% 2.0% 2.0% 1.0% 2.0% 2.0% 2.0%

現地系小売 2.0% 1.0% 1.0% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1%

月間消費数量

日本食レストラン 0 0 0 0 0 0 0

アジア風多国籍レストラン 0 0 0 0 0 0 0

清涼飲料水

緑茶飲料 ラムネ
乳酸菌

飲料

ゆず系

飲料

商品カテゴリ購入率 50%

単価 250 200 200 250

一人当たり購入数量 2 1 1 1

当該商品選択率

日系小売 10.0% 5.0% 5.0% 2.0%

アジア系小売 8.0% 5.0% 5.0% 1.0%

現地系小売 4.0% 2.0% 2.0% 0.5%

月間消費数量

日本食レストラン 300 60 0 0

アジア風多国籍レストラン 60 20 0 0

調味料

醤油

(減塩)

味噌

(減塩)
酢 マヨネーズ ドレッシング ゆず果汁

テリヤキ

ソース

商品カテゴリ購入率 20%

単価 350 500 250 600 500 1000 500

一人当たり購入数量 1 1 1 1 1 1 1

当該商品選択率

日系小売 5.0% 5.0% 5.0% 10.0% 5.0% 2.0% 5.0%

アジア系小売 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 1.0% 5.0%

現地系小売 2.0% 1.0% 2.0% 2.0% 2.0% 0.5% 2.0%

月間消費数量

日本食レストラン 50 25 2 2 2 0.5 2

アジア風多国籍レストラン 25 10 1 1 1 0.5 2


